
様式第６号（第１７条） 

会  議  録 

 

会議の名称 令和２年度 第４回春日部市高齢者保健福祉計画等推進審議会 

開 催 日 時 令和３年２月３日(水) 
開 会 午前・午後  1時 30分 

閉 会 午前・午後  2時 30分 

開 催 場 所 市役所本庁舎２階 全員協議会室 

議長(委員長等)氏名 北畠 義典 

 

出 

 

 

席 

 

 

者 

 

委員氏名 

(出席人数：１１人) 北畠義典、中村靖史、宣賢奎、島津有紀子、

岩谷幸江、鈴木敏仁、斉藤孝、木村好子、油井仁、山本榮一、松尾

勇 

説 明 者 

そ の 他 

(出席人数：３人) 高齢者支援課長寿企画担当主幹 新谷弘樹、高齢

者支援課高齢者支援担当主幹 小須田正和、介護保険課計画・事業

指導担当主幹 湯浅裕子 

事務局 

(出席人数：１１人)福祉部長 宇内啓介、福祉部次長 飯口信彦、高

齢者支援課長 折原武志、高齢者支援課長寿企画担当主査 石澤由里

子 

健康保険部長 新井道彦、健康保険部次長 佐藤和正、介護保険課長 

内藤道夫、介護保険課介護保険担当主幹 中澤一城、介護保険課介

護認定担当主幹 木村則子、介護保険課地域支援担当主幹 小林博

人、介護保険課計画・事業指導担当主任 山越沙耶花 

次第及び公開、一部

公開、非公開の区分 

議題 

「第８期春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（案）」

について 

答申（案）について 

一部公開・非公開の

場合はその理由 

□ 要綱第３条第１号該当： 

□ 要綱第３条第２号該当： 

□ 要綱第３条第３号該当： 

□ 要綱第３条第４号該当： 

配 布 資 料 

・（資料１）市民意見提出手続実施結果 

・（資料２）計画（案）変更一覧 

・（追加資料 資料２）正誤表 

・（資料３）第８期春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業

計画（案） 

・（資料４）答申（案） 

会議録の作成方法 

□ 録音テープ等を使用した全文記録  

■ 録音テープ等を使用した要点記録  

□ 要点記録 

会議録署名の指定 会長が署名する 



発 言 者 発言内容 ・ 決定事項 
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事務局 

 

議長 

 

事務局 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 
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議長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

【１ 開会】 

 

≪あいさつ≫ 

 

≪審議会成立の報告≫ 

 

≪傍聴人の有無確認≫ 

 

≪傍聴人１名ありの報告≫ 

 

≪傍聴人１名入室承認≫ 

 

【２ 議事】 

（１）「第８期春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画

（案）」について 

 

≪事務局に説明を依頼≫ 

 

≪「第８期春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画

（案）」に基づき説明≫ 

 

ただ今、事務局より、「第８期春日部市高齢者保健福祉計画及び介

護保険事業計画（案）」について説明していただきました。 

この「計画（案）」を本審議会としての「最終（案）」としたいと

思いますがいかがでしょうか。 

 

「最期まで住み慣れた地域での生活の実現」という表現がわかり

にくいです。春日部市で最期まで生活することができていないと解

釈できます。また、「生活の環境づくりをする」という趣旨の方が適

切ではないのではないでしょうか。再度文章を検討した方がよいの

ではないでしょうか。 

 

「高齢者がいつまでも健康でいきいきと暮らせるまち」という総

合振興計画に合わせる形で高齢者がより安心して住み慣れた地域で

過ごしていただくために設定しています。 

春日部市を離れて生活するケースも一部あるかもしれませんが、

介護保険サービスの充実や生きがいづくりを踏まえて「最期まで」

としました。「生活環境の実現」を含めて「生活の実現」という表現

にしています。 
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事務局 

 

 

「最期まで」は死をイメージしてしまう。「最期まで」は削除した

方がよいのではないでしょうか。 

 

豊春地区に住んでいるが、地域の高齢者は豊春に住んでいてよか

ったなという地域づくりをしています。「最期まで」は言葉としては

きついかもしれません。 

 

「最期まで」から「いつまでも」に変更するか、図表中の黒枠部

（高齢者部門が目指す将来像「最期まで住み慣れた地域での生活の

実現」の箇所）の文言を削除するかの２つを提案します。 

 

≪事務局に修正を依頼≫ 

 

「いつまでも住み慣れた地域での生活の実現」に修正いたします。 

 

（２）答申（案）について 

≪事務局に「答申案（案）」説明を依頼≫ 

 

≪「答申案（案）」に基づき説明≫ 

 

ただ今、事務局より、「答申（案）」について説明していただきま

した。 

この「答申（案）」を本審議会としての「最終（案）」としたいと

思いますがいかがでしょうか。 

 

≪異議なし≫ 

 

質疑等ございませんので、ただ今、確定いたしました「最終（案）」

を持ちまして、後ほど市長あて答申をいたします。 

以上で、議事は終了となりますので、議長の職を解かせていただ

きます。ご協力ありがとうございました。それでは、事務局にお返

しいたします。 

 

ありがとうございました。 

それでは、ここで休憩を取らせていただきますが、休憩後に、「春

日部市高齢者保健福祉計画等推進審議会」から「第８期春日部市高
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齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（案）」について答申をして

いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

【３ 答申】 

 

それでは、ただ今より「春日部市高齢者保健福祉計画等推進審議

会」から、「第８期 春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業

計画（案）」について答申をしていただきます。 

 

 審議会を代表いたしまして、北畠会長、中村副会長、よろしくお

願いいたします。 

 

≪市長 答申文を受け取る≫ 

 

それでは恐れ入りますが、ここで写真撮影をさせていただきます。 

 

≪北畠会長・中村副会長・市長 写真撮影≫ 

 

 ありがとうございました。 

 ここで、石川市長より、ごあいさつを申し上げます。 

 

≪市長あいさつ≫ 

 

市長におきましては、ここで退席させていただきます。 

 

【４ その他】 

 

続きまして、「次第４ その他」について、今後の予定をご説明い

たします。 

今後の予定につきましては、３月中に計画書として製本いたしま

したものを委員の皆様に送付させていただきます。 

なお、委員の皆様におかれましては、任期が令和３年４月３０日

までとなっておりますので、本日の会議が任期中最後の会議となり

ます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 
 

事務局 

長期間にわたり、ご協力いただきまして誠にありがとうございま

した。 

事務局からは以上でございます。 

 

それでは、閉会のあいさつを中村副会長にお願いいたします。 

 

【５ 閉会】 

≪閉会あいさつ≫ 

 

以上を持ちまして、会議を終了いたします。 

委員の皆様、誠にありがとうございました。 

お気を付けてお帰りください。 

 

議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

 令和３年２月２２日  

署名者の職・氏名 春日部市高齢者保健福祉計画等推進審議会 

         会長 北畠 義典 

   

     


